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公民館、児童館、図書室の休館日

■２日、９日、１６日、２３日、３０日

■図書室内整理日 １２日

329-7205 FAX329-6837

西部まちづくりセンター・公民館だより

講座・内容 日時・場所
対象者
定員

参加費 締切

痛み軽減
らくらくストレッチ

ご自身の体と向き
合って体を動かし
てみませんか？

６月２０日、２７日、
７月 ４日、１１日、

１８日、２５日
金曜日
午後７時～９時
大ホール

どなたでも
３０人

無料 6/11
（水）

スマホ相談会

スマートフォンを使ってい
て困ったことはありません
か？申し込みは必要ありま
せん。当日直接お越しくだ
さい！

６月２８日 土曜日
午前１０時～１１時半

会議室Ｃ

スマホ
ご持参の方

無料
当日
直接
会場へ

クラフトバッグ
づくり

クラフトテープを使って、
自分だけのバッグを作って
みませんか？

７月４日、１８日、
８月１日、１５日
金曜日
午前１０時～正午
会議室Ａ

どなたでも
１８人

材料代
１０００円

6/25
（水）

ＬＩＮＥ初級

ＬＩＮＥの使い方
を学んでみません
か？友だちとのや
り取りはできるけ
ど、つながり方が

分からないなど、基本から
学びましょう。

７月１１日、
１８日、２５日

金曜日
午前１０時～正午

会議室Ｂ

スマホ
ご持参の方
１０人

テキスト代
６００円

7/2
（水）

公民館主催講座受講者募集

＜上記講座の申込み方法＞
往復はがき、窓口、インターネット【（熊本市ホームページ）分類から探す＞子育て・教育＞青少年・生涯学習

＞生涯学習＞西部公民館】【上記ＱＲコードでスマホから】のいずれかでお申し込みください。
往復はがきの場合、講座名、氏名（ふりがな）、年代、住所、電話番号、校区名を書いて締切日必着でお申込み

ください。
窓口でのお申込みには郵便はがきをご持参ください。お申込みのはがきは１人１枚、講座ごとに必要です。応募

多数の場合、抽選となります。
＜申込み先＞〒861－5292 熊本市西区小島２丁目７－１「西部まちづくりセンター・公民館」まで

ＱＲコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。



蔵書点検のお知らせ

７月１４日（月） 通常休室日

７月１５日（火）～１８日（金） 蔵書点検の

ため休室

★蔵書点検中は返却処理が遅れることがあります★

他の図書館・図書室をご利用の場合は、その館で

の返却をお勧めいたします。

期間中、ご不便をおかけいたしますが、ご理解い

ただきますようお願いいたします。

図書室からのお知らせ

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

６月

図
書
室

カ
レ
ン
ダ
ー

西部公民館図書室 ℡３２９－７２０５

開室時間：午前９時３０分～午後５時

続々到着！新着本！

…休室日です。

～
新
刊
紹
介
～

【児童】
・パトカーのうーたくん 正高 もとこ ／作

・ねずくんとママのおおげんか
とね さとえ ／作・絵

・あこがれのスター大谷翔平
世界一の野球選手になるまで

ジョー・ティッシュラー ／著

・名探偵コナンの小学生のうちに知っておきたい
社会科の偉人１０３

青山 剛昌 ／原作 西村 創 ／監修

・こどもずかんどうぶつ７７７ 英語つき

【一般】
・交番相談員 百目鬼巴

長岡 弘樹 ／著
【交番を定年退職し「交番相談員」とし
て働いている。普通のおばさんにしか
見えない彼女は、卓越した洞察力で目
の前で起こっている真相・裏側を立ち
どころに見抜く。シリーズ開幕！】

・YABUNONAKAーヤブノナカー
金原 ひとみ ／著

【出版界を舞台に性、権力、暴力、愛に
突き動かされる人々のドラマは予想も
つかないクライマックスへと…。】

・マッハ快速タイパめし
ほりえ さちこ ／著

【快速１００品！猫の手もかりたいあな
たにコミットするレシピがきっと見つ
かります。】

・患者の壁 和田 秀樹 ／著
【「ベルトコンベア医療」に乗らないよ
うに！乗っていることに気づき「何か
おかしい」と感じたら、勇気を出して
降りましょう。】

・嶋田先生
親の介護ってどうすればいいんですか？

嶋田 一郎 ／著
【在宅医療３０年、地域の多職種と連携
し、患者本位の医療を実践してきた認
知症サポート医が、家庭円満の介護の
ポイントを解説。】

・気になる子どもの育ちかた
発達障害の子が羽ばたくチカラ

川崎 聡大 ／監修・著
【子ども本人・親（保護者）・学校・地
域社会という多方面から、発達障害の
子どもがしあわせに生きていくための
すべを詳しく紹介する。】
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